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  ←実際に利用した資料にはチェックをしましょう。 
Web  授業のテーマに関連したデータベースやサイトです。 
授業資料ナビゲータ(PathFinder) 教養コア科目A（倫理と哲学）
平成22年度(2010) 授業コード:G14A01101,G14A01103,G14A01107,G14A01108
倫理1･3・7・8 
木１・４ 法野谷俊哉先生
キーワード： 動物倫理・動物愛護 
Japan Knowledge ジャパンナレッジ【学内限定】  
→日本大百科全書」「日本人名大辞典」などいくつもの辞典をまとめて検索できるデータベースです。 
     上に挙げたキーワードから言葉を拾って検索してみましょう。他にも分からない用語は調べておきましょう。  
 想 ： IMAGINE Book Search  【フリー】  
→ キーワードで新書や図書、百科事典を一度に探せます。  
図書  本には、テーマに関連する内容がまとめられています。授業のテーマをつかむにはまずはここから始めましょう。 
倫理学に関する図書は、分類番号が「150」の書棚にあります。動物学に関する図書は、「480」の書棚にあります。直接その場
所に行って、どのような本があるのか手にとってみましょう。 
★のついている図書は、授業期間中（4月～8月)は本館1階 授業資料ナビコーナーにあります。 
 
 『 動物からの倫理学入門』 伊勢田哲治著 名古屋大学出版会 2008  
→ 倫理学の入門書でもあり動物倫理の入門書でもある本。授業を理解するのに非常に参考になります。功利主義と義務論
の解説を含む第１章全体、動物にとっての利害を論じた第２章２ー３と第５章全体、肉食と畜産を論じた第６章６ー１がこの授
業と関連します。巻末にある充実した文献表は、さらに勉強したくなった人に有益です。  
★【本館閲覧室3階 480.9/DOU】 
 『実践の倫理』 ピーター・シンガー著 昭和堂 1999  
→ 第３章で功利主義に基づいた動物尊重論が分かりやすく展開されています。第４章、第５章は動物を殺すことを扱った章で
すが、功利主義内部でのやや細かな議論が展開されているので動物倫理の議論に慣れてから読んだ方がよいでしょう。  
★【本館閲覧室2階 150/JIS】 
 『動物の権利』デイヴィッド・ドゥグラツィア著 岩波書店 2003  
→ さまざまなテーマを中立的な立場から紹介するのではなく、自分の支持する動物尊重論を前面に出して紹介する本です。
一般向けの本ではありますが、丁寧に読まないと著者の見解を把握し損ねてしまうので注意して下さい。第１章から第４章ま
でが少し抽象的に動物倫理を論じ、第５章以降は具体的事例を扱っています。  
★【本館閲覧室3階 480.9/DOU】 
参考図書(辞書･事典等)  初めてのテーマは、百科事典や主題別の事典などでおおよその内容をつかみましょう。 
「本館参考」にあるものは図書館内で利用して下さい。 
 
『岩波哲学・思想事典』 廣松渉 [ほか] 岩波書店 1998  
【本館参考，本館閲覧室2階 103.3/IWA】 
 『現代倫理学事典』 大庭他編 弘文堂 2006  
【本館参考 150.3/GEN】 
 『事典哲学の木』 永井均 [ほか] 編 講談社 2002  
【本館参考，本館閲覧室2階 103.3/JIT】 
 
他の分野との関連を見てみよう 
キーワード：倫理学、功利主義、義務論、動物の権利、動物解放論 
 『入門・医療倫理Ｉ』赤林朗編 勁草書房 2005  
   → 第１章で、学問的に倫理を扱うことがどういうことなのかを分かりやすく説明しています。読むことをお勧めします。  
【本館閲覧室3階 490.15/NYU】 
この授業は終了しました。
 『現実をみつめる道徳哲学：安楽死からフェミニズムまで 』 ジェームズ・レイチェルズ著 晃洋書房 
2003  
   → ある主張にたいする反論を紹介し、その反論にたいする再反論を紹介するという、議論を積み重ねる仕方で書かれて
いるので、見かけよりも歯ごたえのある入門書。じっくりと読んで下さい。第６章と第７章に功利主義の解説があります。  
【本館閲覧室2階 150/GEN】 
 『 道徳の哲学者たち : 倫理学入門 』第2版 リチャード・ノーマン著 ナカニシヤ出版 2001  
   → 前半で西洋倫理学史を、後半で倫理学の諸問題を解説しています。倫理学の諸問題だけを勉強したい場合でも、後
半が始まる第10章からちゃんと読んだ方がよいでしょう。  
【本館閲覧室2階 150.23/DOU】 
 『 倫理とは何か : 猫のアインジヒトの挑戦』 永井均著 （哲学教科書シリーズ）産業図書 2003  
   →倫理学説の解説部分と著者の見解が垣間見える対話部分から構成されています。他の本にはない角度から倫理が論
じられていて有益なのですが、少し難しい本です。オーソドックスに倫理学の勉強をしたい人は解説部分を読めば十分です
が、それでも解説部分の最初のところから読まないと理解しにくいでしょう。  
【本館1階授業資料ナビ 150/RIN 】 
My Book List & Keywords 自分で見つけた図書や、実際に使った検索キーワードなどをメモしましょう。 
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